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　師走の慌ただしい時期となりました。

　１２月１４日（日）には、当初予定されていた町長・町議会議員選挙に加え、衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審

査も実施されます。国の、そして町の今後を大きく左右する選挙です。できるだけ多くの町内有権者の皆様の意見を反映させ

るため、１２月１４日（日）、ぜひ投票所へ足をお運びください。

（写真記事は９ページ『みんなのひろば』に掲載）
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◉選挙日当日に投票所に行けないときは
　期日前投票
　投票日当日、仕事や旅行等の理由で投票できない人は、投票日前日まで期日前投票をすることができます。

※各選挙によって期間が異なりますので、ご注意ください。

※投票場所　　選挙管理委員会事務室（小竹町役場内）

※期日前投票の流れ
　入場整理券の裏面が宣誓書となっていますので、事前に記入して来場いただくと、スムーズに投票することができます。

　不在者投票
　不在者投票ができる病院、老人ホームなどに入院（入所）している人、町外に滞在している人、身体に一定度を超える重度の
障害がある人（郵便投票証明書の交付を受けている人）などは、不在者投票をすることができます。
　不在者投票は、手続きに日数を要する場合がありますので、早めに選挙管理委員会に問い合わせください。

◉選挙に関する問い合わせ　小竹町選挙管理委員会（☎２・１２１２）

◉投票所と入場整理券について
　町内には投票所が６か所（※ ひまわりだより１１月号参照）あり、お住まいの行政区や組によって投票所が決まっています
ので、必ず入場整理券（はがき）に記載された投票所で投票をしてください。投票に行くときは入場整理券を忘れずにお持ちく
ださい。もし、入場整理券が届かなかった場合は、選挙管理委員会（☎２・１２１２）に問い合わせください。

◆第４７回衆議院議員総選挙および第２３回最高
　裁判所裁判官国民審査

◆小竹町長選挙および小竹町議会議員一般選挙

▷選挙の期日　１２月１４日（日）
▷投票時間　　７時から２０時まで
▷開票時間　　２１時から

投票へ行こう！

衆議院議員総選挙 最高裁判所裁判官国民審査 小竹町長選挙および小竹町議会議員選挙

期間
１２月３日（水）から
１２月１３日（土）まで

１２月７日（日）から
１２月１３日（土）まで

１２月１０日（水）から
１２月１３日（土）まで

投票時間 ８時３０分から２０時まで



ひまわりだより3

　

人
権
と
は
な
に
か
、
あ
な
た
は
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

毎
年
、
12
月
に
役
場
か
ら
各
家
庭
や
小

中
学
校
に
配
布
し
て
い
る「
人
権
啓
発
冊

子
」。
こ
の
啓
発
冊
子
は
、
宮
若
市
、
鞍
手

町
、小
竹
町
の
人
権
教
育
・
啓
発
担
当
者
が

集
ま
り
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
発
行
に
向
け
て
、
約
半
年
間
に

わ
た
り
月
に
１
回
会
議
を
開
き
、
テ
ー
マ

の
選
定
、内
容
構
成
の
検
討
、校
正
を
行
い

ま
す
。

　

テ
ー
マ
の
選
定
で
は
、
難
し
い
と
思
わ

れ
が
ち
な
人
権
問
題
を
よ
り
身
近
な
問
題

と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
社
会

で
関
心
の
高
い
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
読
者
の
皆
さ
ん
が
ど
こ
か
で
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
よ
う
な
事
例
を
掲
載
す
る
こ

と
で
、「
気
づ
き
」を
促
す
よ
う
な
内
容
構

成
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
読
ん
で
自
分
な
り
に
考
え
て
み

た
り
、
家
族
が
集
ま
っ
た
と
き
に
読
ん
で
、

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
で
学
習
会

の
教
材
と
し
て
使
う
こ
と
も
活
用
の
一
つ

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
、
ほ
ん
の
少

し
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人権について考えてみませんか
　ー人権啓発冊子の活用について／さまざまな人権問題ー

問い合わせ　総務課人権係☎２・１２１２

人権啓発冊子を読んでみよう！
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２０１２年（平成２４年）制作

そうなんだ！
ー 正しい理解でみんなが笑顔に ー

制作の目的
　「結婚式は大

たいあん

安の日に挙げる」など、私
たちは今なお、さまざまなしきたり・慣

なら

わしに沿って行動していることがあり
ませんか？
　「みんなが言ってるから」「昔から続い
ていることだから」と疑問を持たずに続
けていることも多いのではないでしょ
うか？
　人権問題にも同じことが言えます。

「みんなが」「昔から」という考え方が、差
別を温存させているとも考えられます。
　慣

なら

わしなどを通して「どうして？」と
疑問に持つ心を養い、人権問題について
一人ひとりができることを考えるため
に、制作しました。

冊子の内容
▶身の回りの「慣わし」「しきたり」か
　ら考える
　◉身の回りにある伝統行事や昔からの
　　慣わしの意味を知る
　　▷山笠、「土用丑の日」、盆踊り

　◉「六曜」について考える
　　▷六曜ってなに？
　　▷カレンダーに六曜を記載すること
　　　が少なくなった理由

　◉日常生活でもこんなことない？
　　▷占い、風水
　　▷信じる、信じないは個人の自由
　　▷根拠を知って正しく理解しよう

▶まとめから学んだことを振り返る

３，４００部作成
《１部あたり６５円（うち県補助２８．８円、小竹町負担３６．２円）》

２０１４年（平成２６年）制作

ありのままの自分で
生きる

ー 性的マイノリティの人権 ー

３，４００部作成
《１部あたり６６円（うち県補助２８．７円、小竹町負担分３７．３円）》

２０１３年（平成２５年）制作

こんなとき、どうする？

制作の目的
　皆さんがいじめ・虐待・ひきこもりな
どの場面に出会ったらどうしますか？
　いざそのような場面に出会ったと
き、「自分には関係ない」「面倒なことに
巻き込まれたくない」と、見て見ぬふり
をしてはいないでしょうか？
　もしかかわろうとしても、正しい知
識を持たないまま行動すると、知らな
いうちにその人を傷つけてしまうかも
しれません。
　冊子を通して、いじめ・虐待・ひきこ
もりについて正しく知り、自分たちに
何ができるか考えるために、制作しま
した。

冊子の内容
▶日常生活で起こるさまざまな問題
　について知る
　◉いじめ
　　▷どんなことがいじめになるの？

　◉児童虐待
　　▷児童虐待の種類

　◉高齢者虐待
　　▷高齢者虐待の種類

　◉ひきこもり
　　▷ひきこもりってどういう状態？

▶まとめから学んだことを振り返る

３，４００部作成
《１部あたり６６円（うち県補助３３円小竹町負担分３３円）》

制作の目的
　皆さんは、性的マイノリティと聞いて
どんな人を思い浮かべるでしょうか？
性は単純に男性と女性に分けることは
できません。性には多様なあり方があり
ます。しかし、これらは海外やテレビの
中での話で、自分とは関係ないと思って
いませんか？性的マイノリティの人た
ちの中には差別や偏見を恐れて生活し
ている人も少なくありません。「いない」
のではなく「見えない」のです。
　性的マイノリティの人権を通して、あ
りのままの自分で生きることができる
社会について考えるために、制作しまし
た。

冊子の内容
▶これってテレビの中だけの問題？
　◉学校での出来事を通して、性同一性
　　障害について知る
　　▷性同一性障害とは

　◉「性的マイノリティ」ってどんな人た
　　ち？
　　▷性同一性障害、トランスジェンダー、
　　　性分化疾患、同性愛、両性愛・・・

　　▷性的マイノリティの人たちが抱える
　　　問題

　◉性的マイノリティの人たちへの差別
　　や偏見に対する取り組み
　　▷実はあなたの身近なところにも…

▶まとめから学んだことを振り返る

 ー人権啓発冊子の活用についてー
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■社会にはさまざまな人権問題があります。
　人権問題の中には、過去の出来事によって現在もなお根強く残っているものから、時代の流れとともに新たに問題となった

ものまであり、その歴史や背景はさまざまです。これらの人権問題をなくすためには、一人ひとりが人権問題への関心と正し
い理解を深めていくことが必要です。

■人権問題啓発に関する本町の取り組み

　本町では、平成２１年２月に「小竹町人権教育・啓発基本指針」を定めました。それに基づき、毎年「同和問題啓発強調月間」と

「人権週間」に合わせて講演会を行っているほか、小学校での「人権の花運動」や、町民まつりでの啓発物品配布などの啓発活動

を行っています。今回紹介した人権啓発冊子とともに毎年１２月に各戸配布している町民カレンダーも啓発活動の一環です。

　町民カレンダーには、町内各小・中学校の児童生徒が作成した人権ポスター（小４・中１）および人権標語（小６・中２）の中か

ら選出された作品を掲載しています。

◉女性の人権
　セクシュアル・ハラスメントや家
庭や職場における男女差別、配偶者・
パートナーからの暴力などの人権問
題があります。

◉子どもの人権
　いじめや体罰、児童虐待、児童売春
などの人権問題があります。

◉高齢者の人権
　高齢者に対する就職差別のほか、介
護施設等における身体的・心理的虐待
などの人権問題が発生しています。

◉障害のある人の人権
　障害のある人が車椅子での乗車を
拒否させたり、アパートやマンション
への入居を拒否されるなどの人権問
題が発生しています。

◉同和問題に関する偏見や差別
　同和問題に関する偏見や差別意識
から、結婚における差別、差別発言、差
別落書き等の事案が依然として存在
しています。

◉アイヌの人々に対する偏見や差別
　アイヌの人々に対する理解不足か
ら、就職や結婚などにおける偏見や差
別が依然として存在しています。

◉外国人の人権
　外国人に対する就職差別やアパー
トやマンションへの入居拒否、公衆浴
場での入浴拒否などの人権問題が発
生しています。また、特定の国籍の外
国人を排斥する趣旨の言動が公然と

行われていることがヘイトスピーチ
であるとして取り上げられ、差別意識
を生じかねない言動として社会的な
関心を集めています。

◉ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に
　対する偏見
　エイズ、ハンセン病等の感染症に対
する知識や理解不足から、日常生活、
職場、医療現場など社会生活のさまざ
まな場面で差別やプライバシー侵害
などの人権問題が発生しています。

◉刑を終えて出所した人に対する偏見
　刑を終えて出所した人やその家族
に対する根強い偏見により、就職差別
や住居の確保が困難であるなどの人
権問題が発生しています。

◉犯罪被害者とその家族の人権
　犯罪被害者とその家族が、興味本位
のうわさや心ない中傷などにより名
誉を傷つけられたり、私生活の平穏を
害されたりする人権問題が発生して
います。

◉インターネットを悪用した人権侵
　害問題
　インターネットの普及により、個人
の名誉が毀

き

損
そん

されたり、差別を助長す
るおそれのある表現が掲載されるな
ど、その匿名性、情報発信の容易さを
悪用した人権問題が発生しています。

◉北朝鮮当局による人権侵害問題
　我が国の喫緊の国民的課題である
拉致問題の解決をはじめとする北朝

鮮当局による人権侵害問題への対処
が国際社会を挙げて取り組むべき課
題とされています。

◉ホームレスに対する偏見
　ホームレスの自立を図るためのさ
まざまな取り組みが行われている一
方、ホームレスに対する嫌がらせや暴
行事件等の人権問題も発生していま
す。

◉性的指向を理由とする差別
　同性愛者など性的指向に関して少
数派の人々への根強い偏見があり、社
会生活のさまざまな場面で人権問題
が発生しています。

◉性同一性障害を理由とする差別
　「性同一性障害の性別の取扱いに関
する特例に関する法律」が施行され、
一定の条件を満たす場合には、性別の
取扱いの変更について審判を受けら
れるようになったものの、性同一性障
害者に対する偏見や差別が存在して
います。

◉人身取引に関する問題
　性的搾取、強制労働等を目的とした
人身取引（トラフィッキング）は、重大
な犯罪であるとともに、基本的人権を
侵害する深刻な問題です。

◉東日本大震災に起因する人権問題
　福島第一原子力発電所の事故の影
響により被災した人々が差別される
など、東日本大震災に起因する人権問
題が発生しています。

ーさまざまな人権問題ー
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注目する人・もの・ことを紹介

　

小
竹
区
在
住
の
許
斐
節
子
さ
ん（
写
真
左

か
ら
２
番
目
・
81
）は
、
そ
れ
ま
で
自
宅
玄

関
に
飾
っ
て
い
た
長
崎
街
道
の
数
枚
の
絵

と
版
画
を
見
て
、
ふ
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

『
せ
っ
か
く
だ
し
長
崎
街
道
の
Ｐ
Ｒ
か
何
か

に
使
え
な
い
か
し
ら
…
』。
許
斐
さ
ん
は
す

ぐ
近
く
に
住
む
小
林
博
子
さ
ん（
写
真
一
番

左
・
70
）に
相
談
。相
談
を
受
け
た
小
林
さ
ん

は
、す
ぐ
に
中
央
公
民
館
へ
相
談
に
行
き
ま

し
た
。「
こ
の
絵
と
版
画
、そ
し
て
小
竹
区
公

民
館
内
に
貼
っ
て
あ
る
街
並
図
を
使
っ
て

看
板
を
作
ろ
う
。」

　

早
速
物
事
が
動
き
始
め
ま
す
。許
斐
さ
ん

の
持
っ
て
い
た
原
画
は
、許
斐
さ
ん
が
平
成

17
年
頃
に
偶
然
出
会
っ
た
二
川
秀
臣
氏（
宗

像
市
在
住
）が
描
い
た
も
の
で
し
た
。
著
作

権
の
問
題
が
あ
り
、町
郷
土
史
会
の
守
田
恒

雄
会
長
は
、
す
ぐ
に
二
川
氏
へ
連
絡
。
そ
の

後
、二
川
氏
か
ら
許
斐
さ
ん
宛
て
に
使
用
承

諾
書
が
届
き
ま
し
た
。

　

小
竹
区
公
民
館
内
に
貼
っ
て
あ
る
街
並

図
は
以
前
小
林
さ
ん
が
図
書
館
で
見
つ
け

た
地
図
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
、山
笠

振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
が
色
塗
り
を
し
ま
し

た
。
街
並
図
を
額
縁
に
入
れ
、
そ
こ
に
近
所

の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
た
数
枚
の
写
真
も

加
わ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
こ
こ
最
近
は
長

崎
街
道
の
街
並
を
散
策
に
来
ら
れ
る
人
が

多
い
の
で
、ち
ょ
っ
と
一
息
で
き
る
よ
う
な

場
所
に
な
れ
ば
」と
、
小
林
さ
ん
は
社
会
教

育
指
導
員
の
田
代
博
昭
さ
ん
に
竹
看
板
の

作
成
を
依
頼
。
田
代
さ
ん
は
す
ぐ
に『
小
竹 

長
崎
街
道 

今
お
休
み
処
』と
彫
ら
れ
た
看

板
を
作
成
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
よ
う
や
く
完
成
し
た
看
板

は
10
月
29
日
、
許
斐
さ
ん
、
小
林
さ
ん
を
は

じ
め
、
小
竹
区
住
民
の
勝
永
修
弘
さ
ん（
写

真
一
番
右
）・
節
子
さ
ん（
写
真
右
か
ら
２
番

目
）ご
夫
妻
が
見
守
る
中
、
小
竹
区
公
民
館

前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
た
く
さ
ん
の
人

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
看
板
で
す
。長
崎
街
道

を
訪
れ
た
人
が
こ
の
看
板
を
見
て
小
竹
町

の
こ
と
を
知
り
、少
し
で
も
小
竹
町
が
明
る

く
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。」と
小
林
さ
ん
。

「
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き
か
ら
こ
ん
な
立

派
な
看
板
が
で
き
る
な
ん
て
…
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。」と
許
斐

さ
ん
は
感
慨
深
く
話
し
ま
し
た
。

小
竹
区
公
民
館
前　

長
崎
街
道
街
並
図
の
看
板
が
完
成
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町長の動き

点  
描

町 長 コ ラ ム

俳  

句
ひまわりだより7

１０月２１日
シルバー人材センター表敬訪問 町長室
県循環型社会推進課来庁 町長室

１０月２３日 九州防衛局協議 九州防衛局

１０月２４日
議会運営委員会 庁内会議室
第６回臨時議会 議場

１０月２８日 秋風と灯りの夕べ 町中央公民館
１０月２９日 九水連要望会（〜３０日まで） 東京都

１０月３１日
親和会来庁 町長室
県建築都市部技監協議 町長室

１１月４日
庁議 庁内会議室
県町村会理事会

自治会館
県後期高齢者医療広域連合定例監査

１１月５日 町功労者善行者表彰式 町総合福祉センター

１１月６日 加藤整形外科院長葬儀 オーキッドホール
小竹斎場

１１月７日
幼稚園 防火のつどい 役場前
職員労働組合定期大会 町総合福祉センター

１１月９日 秋季火災予防啓発宮若・鞍手支部宣伝パレード
出発式 庁内会議室

１１月１０日 定例監査講評 庁内会議室
１１月１１日 ふくおか県央正副組合長会議 ふくおか県央組合
１１月１２日 鞍手郡町村会中央研修 東京都

１１月１３日 全国過疎地域自立促進連盟第４５回定期総会
（〜１４日まで） 東京都

１１月１５日 町民まつり 町中央公民館１１月１６日

１１月１７日
自治会長会事前打ち合わせ 町長室
ふくおか県央組合議会 ふくおか県央組合
ハローデイ立地協定締結式 町総合福祉センター

１１月１８日 全国町村長大会（〜１９日まで） 東京都
１１月２０日 県国保診療施設運営協議会 国保会館

　

気
が
付
け
ば
師
走
。
秋
の
華
で
あ
る
紅
葉

を
堪
能
す
る
余
裕
も
な
く
、
晩
秋
か
ら
初
冬

へ
と
季
節
は
移
り
変
わ
る
。「
自
分
の
こ
と
だ

け
に
気
を
配
る
の
で
は
な
く
、
だ
れ
か
の
役

に
立
と
う
と
す
る
人
が
増
え
て
い
る
」（
日
本

人
の
国
民
性
第
13
次
全
国
調
査
）。
５
年
に
一

度
の
こ
の
調
査
で
、
前
回
の「
自
分
の
こ
と
だ

け
」を
初
め
て
上
回
っ
た
。
未み

ぞ

う
曾
有
の
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
助
け
合
う
意
識

が
広
ま
っ
た
と
い
う
分
析
も
。
一
方
で
、「
今

だ
け
、カ
ネ
だ
け
、自
分
だ
け
」と
い
う「
３
だ

け
主
義
」を
克
服
し
な
け
れ
ば
、
社
会
が
、
国

が
乱
れ
る
と
い
う
経
済
学
者
の
憂
慮
に
堪
え

な
い
言
葉
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
町
が
目

指
し
て
い
る「
協
働
・
共
生
社
会
」の
実
現
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
慈
し
む
町
づ
く
り
の
先

進
地
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
住
民
の

健
康
、地
域
資
源
の
発
掘
、ま
つ
り
の
復
活
な

ど
新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
し
、
未
来
を
創

造
し
て
い
き
た
い
。

　

私
の
任
期
が
迫
る
12
月
の
改
選
。
こ
の
４

年
間
、「
満
足
」を
も
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら「
希
望
」を
も
っ
て

見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
人
の
評
価

で
は
な
く
、自
身
の
努
力
を
自
ら
に
問
う
。

小
竹
町
長　

着き

ぶ
く
れ
て
予よ

防ぼ
う

注ち
ゅ
う

射し
ゃ

の
腕う

で

ま
く
る
　
　
豊
崎　

民
恵

晩ば
ん

秋し
ゅ
う

の
野の

山や
ま

の
彩い

ろ

や
も
の
淋さ

み

し
　
　
　
　
尾
上　

礼
子

冬ふ
ゆ

晴は

れ
や
雑ざ

つ
ね
ん念
拂は

ら

ふ
寺て

ら

の
庭に

わ

　
　
　
　
　
時
川
寿
美
子

枯か
れ

萩は
ぎ

を
夫つ

ま

は
容よ

う

赦し
ゃ

な
く
引ひ

け
り
　
　
　
　
門
田　

睦
子

長な
が

す
ぎ
る
袴は

か
ま

の
丈た

け

や
七し

ち

五ご

三さ
ん

　
　
　
　
　
小
嶋　

亮
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

突と
つ
ぜ
ん然
の
主し

ゅ

治じ

医ゐ

の
訃ふ

報ほ
う

寒か
ん

波ぱ

来く

る
　
　
　
松
尾　

治
子

冬ふ
ゆ

う
ら
ら
乳ち

ち

の
匂に

ほ

へ
る
嬰や

や

を
抱だ

く
　
　
　
原
賀　

静
子

蓮は
す

枯か

れ
て
風か

ぜ

を
留と

ど

め
る
力ち

か
ら

な
き
　
　
　
　
安
藤
つ
き
子

箒ほ
う
き

目め

を
崩く

づ

さ
ぬ
ほ
ど
に
時し

ぐ
れ雨

け
り
　
　
　
松
尾
清
一
郎

四よ

も方
枯か

れ
て
水み

づ

豊ゆ
た

か
な
る
和わ

し紙
の
里さ

と

　
　
選
者　

吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

— １０月２１日から１１月２０日まで —
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◉西川文子さん（小竹区） 福岡市で個展
　末期がんを抱える西川文子さん（小竹区・６６）の個展が、
１０月２０日から２６日まで天神で開かれました。趣味で絵
を描き始め、その後教室に通い腕を上げてきた西川さん。
取材時は市内の病院に入院中で、残念ながらご本人にお会
いすることはできませんでしたが、体調が良い時には力が
入らなくなった右手の代わりに左手を使って絵を描き続
けており、「こんなところで個展が開けて夢みたい」と話し
ていたそうです。

◉暴力追放住民総決起大会
　１０月２０日、町民体育館で、直鞍地区暴力追放住民総決
起大会が行われました。大会の中で直方警察署の深野浩署
長は、現存する５つの暴力団についての情報提供のお願い
と、『暴力団を“利用しない”・暴力団に“金を出さない”・暴
力団を“恐れない”』という暴力団追放３ない運動の推進を
力強く訴えました。大会の最後には参加者全員で暴力追放
宣言を行い、大会は幕を閉じました。
　本町でも暴力や犯罪のない、安全で安心なまちを目指
し、防犯パトロールや見守り運動に取り組んでいきます。

取材に応じてくれた長男・嘉彦さん（４４）

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

◉第４回演芸・カラオケ交流会
　老人クラブ連合会では「第４回演芸・カラオケ交流会」を
１０月１８日、町総合福祉センターで開催しました。
　第４回となると、昨年より５組も多い５３組の出場希望
者があり、プログラム作りに大変苦労しました。当日は受
付後にぎやかに開始、来賓に松尾町長を迎えてあいさつを
いただき、続いて番外１番として得意のナンバーの中から
一曲歌声を披露していただきました。
　演芸の部は、日本舞踊６組、フラダンス２組、ハーモニカ
演奏１組、カラオケの部４４組、番外３組と、計５６組が出場
し、最高齢は９６歳、８０歳以上はなんと１６名でした。司会
も３名で手分けし、ナレーション入りの本格的進行、年齢
を忘れさせる若さあふれる盛大な交流会となりました。
　午前の部は２２組と、老人クラブ未加入自治会よりオ
ファーがあった２名の番外を組み入れ、歌・踊りを披露し
ていただきました。午後の部には、演芸を多く組み、華やか
な衣装、きらびやかな衣装で日本舞踊、フラダンスを楽し
ませてくれました。カラオケでは自信を持った人たち、中
には歌手より勝るとも劣らない出場者もいて、拍手が鳴り
やみませんでした。スムーズな進行で予定時間に閉会、楽
しい一日を過ごしました。来年もみんなが元気で出場する
ことを誓い合って無事に終了しました。

記事と写真の提供▶小竹町老人クラブ連合会　水谷日出男会長

誠に残念ですが、西川文子さんは１１月に永眠されました。
ご冥福をお祈りいたします。
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あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報係☎２・１２１２

◉幻想的な空間に包まれて…

　１０月２８日に、町中央公民館で、「秋風と灯りの夕べ」を行

いました。３年目となった今年は初めて室内で行いました。

　オープニング曲『小さな空』に引き続き、『ふるさと』など

数曲を演奏しながら詩の朗読をしました。第２部では、思

い出・心に残るエピソードや出演者の思い出の曲などが演

奏されました。竹あんどんの光が織りなす幻想的な空間の

中で、参加者の皆さんは日常の慌ただしさを忘れるような

ひとときを過ごしました。

◉防火のつどい

　１１月７日、小竹幼稚園の園児たちが、役場前で防火のつ

どいを行いました。法被姿で力強く「おまつりソーラン」の

踊りを披露しました。その後、役場ロビーにて、「ぼくたち・

わたしたちは、ぜったいに火あそびをしません！」と防火

の誓いをし、松尾町長にみんなで作ったパネルを贈呈しま

した。

　さらに、「戸締まり用心！火の用心！」と掛け声をかけな

がら、役場庁舎内を巡回しました。

　

　１１月９日から１５日までは、秋季火災予防週間となっ
ています。本町では、宮若市、鞍手町および直鞍消防本部
と合同で、毎年この期間中の日曜日に、秋季火災予防啓発
宮若・鞍手支部内宣伝パレードを行っています。
　今年は１１月９日に、本町で出発式を行った後、パレー
ドを行いました。小雨の降る中、約４時間にわたり１市２
町を巡回しました。

◉秋季火災予防啓発パレード

　この度、（株）ハローデイが小竹団地で商品管理拠点を展
開することとなり、１１月１７日、町総合福祉センターで立
地協定締結式が行われました。調印後、松尾町長は（株）ハ
ローデイの加治敬通社長らと固く握手を交わしました。
　（株）ハローデイは、福岡県内を中心にスーパーマー
ケットを展開している企業です。操業開始は平成２８年春
頃予定で、各産地から届いた商品の仕分けや発送を行い
ます。これにより、約１５０人の新規雇用が見込まれます。

◉（株）ハローデイ商品管理拠点を小竹
　団地に誘致

写真左から▶ 県商工部企業立地課 梶原公徳課長、（株）ハローデイ 
加治敬通社長、松尾町長、中小企業基盤機構九州本部 山脇 修審議役

出発式の様子
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役 場 か ら の お 知 ら せ

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

▼
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税

金
を
納
め
た
人
と
の

税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ

た
後
も
納
付
が
な
い

場
合
、
督
促
状
を
送
り

ま
す
。
督
促
後
、
完
納

さ
れ
な
い
と
き
は
差

押
え
等
の
処
分
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
に
よ
る

　

納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日

（
振
替
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
、
12
月

と
２
月
は
22
日
）で
す
。

自
動
的
に
指
定
の
口
座

か
ら
税
金
が
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。手
続
き
は
、町
指
定

金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、

福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直

鞍
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
）ま
た
は
税
務
住
民

課
で
行
え
ま
す
。

集合税 ー町県民税・固定資産税・国民健康保険税ー

第７期納期限　１月５日（月）
【口座振替日　１２月２２日（月）】

　１１月８日、鞍手町中央公民館で、直鞍地区合同公売会が
開催されました。この公売会には小竹町のほか４団体から、
税の滞納者から差し押さえた物品１４６品を出品し、８８品
が落札されました。そのうち小竹町から出品した物品１７
品はすべて落札され、落札代金を滞納税に充てました。
　現在、小竹町では、福岡県と県下６０市町村が連携して実
施している「ＳＴＯＰ滞納 !！県下一斉徴収強化月間」事業の
取り組みとして、税の納期限内納付の促進に努めています。

◉直鞍地区合同公売会が開催されました

年末年始のごみ収集、し尿処理等について
ごみ・し尿の問い合わせ▶生活環境課生活環境係☎２・１９４６
犬の引き取りの問い合わせ▶嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎０９４８・２１・４９７３

◉ごみ収集のお休み・収集日の変更について
対象地域 変更内容

固形燃料用
ごみ

町内全域
１月１日（木）、１月２日（金）は
収集を行いません。

▶ビン、カンおよびペットボトル並びに燃えないごみは、
　収集日の変更はありません。
▶引っ越し等の臨時のごみ収集は、お早めに各地区のごみ
　収集業者に直接お申し込みください。

◉し尿くみ取り日の変更について
対象地域 変更内容

町内全域

１２月３１日（水）から１月４日（日）まで、く
み取りは行いません。このため、地区によっ
てはくみ取り日が２〜３日前後することが
あります。ご理解とご協力をお願いします。

▶臨時のくみ取りについては、１２月２２日（月）１６時まで
　に、（株）エーアンドシー（☎２・１１９７）に直接お申込み
　ください。

◉犬や猫を飼っている皆さんへ
▶１２月２６日（金）から１月４日（日）まで、犬の引き取りは行いません。
▷散歩中に愛犬がした「ふん」は、必ず後始末ができるもの（ビニール袋等）を携帯し、責任を持って処理してください。
▷飼い主は、ペットの健康を考え、生活環境を整えるとともに、動物の習性を良く知り、隣近所に迷惑がかからないように心がけてください。
▷犬の放し飼いはやめましょう。
▷飼っている犬がいなくなったときは、すぐに嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所（☎０９４８・２１・４９７３）に連絡してください。
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おめでとうございます
小竹町功労者善行者表彰式
問い合わせ▶総務課情報係☎２・１２１２

　小竹町ふるさと応援寄附
　（ふるさと納税） について　

　１２月１日（月）から、従来の申込書および納付書を用い
て寄附をする方法に加え、「ふるさと納税ポータルサイト

（インターネット）」の「ふるさとチョイス（www.furusato-
tax.jp）」から寄附を申し込み、クレジットカードでも寄附が
できるようになりました。
　これに伴い、本年度（平成２６年度）に寄附をいただいた人
には返礼品として小竹町産のお米や自

じ ね ん じ ょ

然薯を準備していま
す。
　ふるさと小竹町に寄附をしていただけませんか？いただ
いた寄附金は、「住民との協働のまちづくり」の推進や、地域
活性化のために活用しています。

　町内各小中学校・幼稚園の２学期終業式および３学期始
業式についてお知らせします。

町内各小学校
小竹中学校
小竹幼稚園

２学期終業式　
１２月２４日（水）
３学期始業式　
平成２７年１月８日（火）

　１１月５日、町総合福祉センターで、平成２６年度小竹町
功労者善行者表彰式を行いました。これは、小竹町表彰条例
施行規則に基づき、町の公益および振興発展に尽力した人
を表彰するもので、本年度は７名が表彰されました。
　町功労者および町善行者は次のとおりです。
町功労者▶（写真左から）大安美佐代さん、宮野一男さん、能
美惇さん、本田征洋さん、宮野政義さん、大和正人さん
町善行者▶（写真一番右）中村旬眞さん

ふるさと納税しませんか
問い合わせ▶税務住民課税務係☎２・１２１６

 ふるさとチョイス  検索↖

詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成２６年１２月１日から

「児童扶養手当法」の一部が
改正されます
問い合わせ▶福祉課子育て支援係☎２・１２１９

　

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら「
児

童
扶
養
手
当
法
」の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
公
的
年
金

（
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、老
齢
年

金
、労
災
年
金
、遺
族
補
償
な
ど
）

を
受
給
す
る
人
は
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
回
の
改
正
に
よ
り
平
成
26

年
12
月
以
降
は
、年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、お
住
ま
い
の
市
区
町

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

　

新
た
に
手
当
を

　

受
け
取
れ
る
場
合

▽
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

　

祖
父
母
等
が
、低
額
の
老
齢
年

　

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

▽
父
子
家
庭
で
、お
子
さ
ん
が
低

　

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を

　

受
給
し
て
い
る
場
合

▽
母
子
家
庭
で
、離
婚
後
に
父
が

　

死
亡
し
、お
子
さ
ん
が
低
額
の

　

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

　

し
て
い
る
場
合
な
ど

■
支
給
開
始
日

▽
手
当
は
、申
請
の
翌
月
分
か
ら

　

支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
れ
ま
で
公
的
年
金

　

を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ

　

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

　

き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、平
成

　

26
年
12
月
１
日
に
支
給
要
件

　

を
満
た
し
て
い
る
人
が
、平
成

　

27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た

　

場
合
は
、平
成
26
年
12
月
分
の

　

手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

▽
平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
27

　

年
３
月
ま
で
の
手
当
は
、平
成

　

27
年
４
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

教育委員会からのお知らせ
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１
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役 場 か ら の お 知 ら せ

臨時福祉給付金

申請期限が迫っています。お急ぎください！
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９　

　小竹町の臨時福祉給付金の申請期限が迫っています。期
限を過ぎると申請ができなくなりますので、対象と思われ
る人で、まだ申請がお済みでない人はお急ぎください。

◆申請期限　　

　平成２７年１月５日（月）
◆問い合わせ　
　福祉課一般福祉係

　（⑨番窓口）

※子育て世帯臨時特例給付金の申請は、平成２６年１２月２
　日（火）までです。
　問い合わせ▶福祉課子育て支援係（⑨番窓口）
※受け取ることができるのは、臨時福祉給付金か子育て世帯
　臨時特例給付金のどちらか１つです。　

交通事故にあって国保を使ったら必ず届け出を！
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

交
通
事
故
な
ど
で
け
が
を
し
た
と

き
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
提
示
し
、
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、仕
事
上

の
け
が（
労
災
保
険
の
適
用
）や
故

意
に
よ
る
け
が
な
ど
は
国
保
が
使

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通

事
故
に
あ
っ
て
、
警
察
へ
届
け
出

を
し
た
あ
と
、
国
保
で
治
療
を
受

け
た
場
合
、
健
康
増
進
課（
⑧
番
）

に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印

か
ん
、交
通
事
故
証
明
書

※
届
け
出
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

　

健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
に
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
示
談
前
に
は
相
談
を

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
で

け
が
を
し
て
国
保
を
使
っ
て
治
療

し
た
と
き
の
治
療
費
は
、
小
竹
町

が
一
時
的
に
立
て
替
え
を
行
い
、

あ
と
で
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、示
談
が

成
立
す
る
と
損
害
賠
償
請
求
が
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
示
談
を
す
る
前
に
必
ず
健

康
増
進
課
保
険
年
金
係
へ
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険への加入の手続きは、１４日以内に

　職場の健康保険（健康保険組合や共済組合など）に加入
している人、後期高齢者医療制度に加入している人およ
び生活保護を受けている人を除くすべての人が国民健康
保険に加入します。
　退職により職場で加入していた健康保険をやめたとき
や職場の健康保険の被扶養者から外れたときは、事業所
が発行する資格喪失証明書を持参の上、１４日以内に保
険年金係窓口（⑧番）で加入の手続きを行ってください。

職場の健康保険に加入したときは、
喪失の手続きを忘れずに

　国民健康保険に加入している人が就職等により職場の
健康保険（健康保険組合や共済組合など）に加入したとき
は、国民健康保険の喪失手続きが必要です。新しくできた
被保険者証を持参の上、保険年金係窓口（⑧番）で喪失の
手続きを行ってください。
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国民年金の付加年金制度と任意加入制度について
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４／直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

　

付
加
年
金
制
度
や
任
意

加
入
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と

で
、
国
民
年
金
の
受
給
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
付
加
年
金
制
度
、
任

意
加
入
制
度
の
ど
ち
ら
の
制

度
も
一
定
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
付
加
年
金
制
度

　

付
加
年
金
制
度
と
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）

や
任
意
加
入
被
保
険
者（
60

歳
以
上
の
人
で
加
入
し
て

い
る
人
な
ど
）が
、
定
額
保

険
料（
平
成
26
年
度
は
月
額

一
万
五
千
二
百
五
十
円
）に

付
加
保
険
料（
月
額
四
百
円
）

を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
こ

と
で
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で

す
。

※
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

　
る
人
や
国
民
年
金
基
金
に

　
加
入
し
て
い
る
人
は
、
付 

　
加
年
金
制
度
に
加
入
す
る

　
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
先
】健
康
増
進
課
保
険

年
金
係

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

年
金
手
帳
、印
か
ん

【
加
入
月
】申
し
込
み
の
あ
っ

た
月
か
ら

◆
任
意
加
入
制
度

　

国
民
年
金
の
老
齢
基

礎
年
金
額
は
、
満
額
で

七
十
七
万
二
千
八
百
円（
平

成
26
年
度
）で
す
が
、
こ
れ
を

受
け
取
る
た
め
に
は
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

（
四
百
八
十
月
）の
国
民
年
金

保
険
料
を
完
納
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

年
金
額
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
や

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な

か
っ
た
期
間
に
応
じ
て
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
制
度
に
加
入
し
、“
60

歳
か
ら
65
歳
未
満
”の
５
年

間
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る

老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◉
制
度
に
加
入
で
き
る
人

①
国
内
に
住
所
を
有
し
、
年

齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
受
給
を
受
け
て
い
な
い
人

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
年

金
保
険
料
の
納
付
月
数
が

四
百
八
十
月
未
満
の
人

◉
毎
月
の
保
険
料

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
一
万
五
千
二
百
五
十
円

（
平
成
26
年
度
）で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
払
い

す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ

る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

（
保
険
料
の
納
付
は
原
則
口

座
振
替
に
な
り
ま
す
。）

【
申
込
先
】健
康
増
進
課
保
険

年
金
係

※
制
度
の
加
入
に
は
、
本
人

　
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

加
入
申
出
書
、
口
座
振
替
申

出
書
、
年
金
手
帳
、
銀
行
の
届

出
印

※
加
入
申
出
書
、
口
座
振
替

申
出
書
は
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

転倒骨折予防教室のご案内
問い合わせ▶福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９

　歩くときにつまずいて、転びそうになったことはありま
せんか？転倒による骨折は「寝たきり」の状態になる可能性
が高くなります。教室に参加し、筋力やバランス能力を向上
させて、生き生きとした生活を送りませんか？

【対象者】町内にお住まいの６５歳以上の人
【開催期間】平成２７年１月２４日（土）から
　　　　　平成２７年３月２８日（土）までの毎週土曜日、
　　　　　１３時から１４時３０分まで（計１０回）

【場所】介護老人保健施設きんもくせい ※ 送迎有り
【定員】２０名
　　　（申し込み多数の場合は抽選）

【申込締切】１２月１９日（金）
【申込先】小竹町在宅介護支援センター
　　　　☎２・８８７８
※電話受付後、在宅介護支援センターへ
　申込書の提出をお願いします。



子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！

おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

読書の森
図書室にある本を紹介しています。
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　きらきら まぶしい はじまり。あたらし
いセーター あたらしいぼうしとマフラー 
火のともったロウソク ゆきでつくった ち
いさないえ。 
　きょうというひの ちいさな いのりが き
えないように…

きょうというひ
荒井良二／作・絵
ＢＬ出版

　寒くなると すみわたった空に ひときわ
目につく冬の星座、オリオン。お子さんと 
本を読んだあとは、東の空にのぼる、リボン
のかたちを 探してみませんか？

リボンのかたちの ふゆのせいざ オリオン 
八坂康麿／写真・文　杉浦範茂／絵・構成　
かがくのとも傑作集　福音館書店

遺譜 浅見光彦最後の事件 【上・下】
内田康夫・著
角川書店

　ねみちゃんを びっくりさせたい ねずみ
くんは、「へんしんや」さんと かかれたおみ
せで、だいへんし〜ん！みんなに きづかれ
ないことに、だいまんぞくの ねずみくんで
すが…あれれっ！
　「ねずみくんの絵本」シリーズは、今年４
０周年を迎えました。３１巻目となる本作
は、最後にびっくり、何度も読みかえして楽
しめる、クスッとかわいいおはなしです。

へんし〜ん ねずみくん
なかえ よしを／作　上野紀子／絵　
ポプラ社

　持ち前の正義感で日本中を飛び回って、
１１４もの事件を解決してきた浅見光彦。だ
が、光彦３４歳の誕生日を間近に控えたあ
る日、光彦の元に１通の案内状が届く。本人
のあずかり知らぬところで決められていた
３４歳の誕生日パーティーで、光彦は美貌
のドイツ人ヴァイオリニストからある依頼
を受ける。だが、このパーティーが罠

わな

のよう
に、名探偵を史上最大のターニングポイン
トへと導く。

　寒い冬の日にできる「しもばしら」を知っ
ていますか？ふむと さっく すっく さっく 
すっく… ふんだことのあるひとも、まだ見
たことのない人も、しもばしらを作って観
察してみませんか？

しもばしら
野坂勇作／作
かがくのとも絵本　福音館書店

　「覚えてる？今、あのときの未来だよ」
　高校二年の春、卒業生を送る会の合唱で、未来への
願いを託した調べに心を通わせあったクラスメイ
ト。御木元玲、原千夏、中溝早希、佐々木ひかり、里中
佳子、東条あや。三年の月日が流れ、少女たちは二十歳
になった。玲は、音大の声楽科に進んだが、自分の歌に
価値を見いだせなくて、もがいている。劇団でミュー
ジカル女優をめざす千夏が舞台の真ん中に立てる日
は、もう少し先みたいだ……。ぐるぐる、ぐるぐる。道
に迷っている彼女たちを待つのは、どんな明日なんだ
ろうー。

終わらない歌
宮下奈都／著
実業之日本社

日 時▶１２月１３日（土）
　　　 １１：００〜１２：００
場　所▶小竹町児童館
内　容▶パパのおはなし会
　　　 ▷ファザーリングジャパン　
　　　　  九州パパと、小竹町パパの
　　　　  コラボ
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今月の健康行事
▶小竹町立病院で火曜日に各種予防接種を実
施しています。都合により実施していない場合
もありますので、詳しくは小竹町立病院へお問
い合わせください。
　※ 要予約・・・小竹町立病院☎２・０２８２
▶内容によっては事前に予約が必要なものや
対象者が限られる場合がありますので、保健セ
ンターに問い合わせください。
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持
参してください。
▶腎臓病予防料理教室は、材料の都合上予約が
必要です。

予約・問い合わせ
保健センター☎２・１８６４

１２月
１６日（火）： １歳６か月児健診

１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１７日（水）： ウォ−キング教室
１０時〜１２時
中央公民館

１月
７日（水）： ウォ−キング教室

１０時〜１２時
中央公民館

９日（金）： 腎臓病予防料理教室
１０時〜１２時
保健センター

１３日（火）： 乳児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１４日（水）： 医師による糖尿病予防教室
１３時３０分〜１５時
保健センター

１５日（木）： ウォ−キング教室
１０時〜１２時
中央公民館

　何かとお酒を飲む機会が増える師走の時期です。自分に合った飲み方を
考えていただくために、肝臓でのアルコールの処理についてお話しします。
　皆さんが飲むお酒の中にどれくらいのアルコールが入っているのでしょ
う？お酒の種類によって入っているアルコールの量が違いますので計算し
てみましょう。（お酒の容器には１００cc 中のアルコール度数が表記されて
います。）

アルコール
の種類

飲酒量 ×
１００cc 中の
ア ル コ ー ル 度
数

×
アルコー
ルの比重

＝
飲んだ
純アルコール量

ビール cc

×

０．０５

× ０．８ ＝

g
発泡酒 cc ０．０６ g
日本酒 cc ０．１５ g
ワイン cc ０．１２ g
焼酎

（２５度） cc
０．２５

g
焼酎

（３５度） cc
０．３５

g
ウイスキー cc ０．４ g

合計 g

◉肝臓で１時間あたりに処理できる純アルコール量
　肝臓は体重１㎏あたり、１時間に０．１〜０．１４g の純アルコールを処理
することができます。自分の体重に０．１〜０．１４g を掛けると自分が１時
間あたりに処理できる純アルコールの量がでます。あなたの処理できる純
アルコール量はいくらでしょう？

自分の体重
（　　㎏）

× ０．１〜０．１４g ＝ 処理できる純アルコール／１時間

（体重５０㎏の人は１時間あたり５g 〜７g 処理できる。体重７０㎏の人は
１時間あたり７g 〜９．８g 処理できる。）

◉処理できるまでの時間
　あなたが飲んだお酒を処理できる時間を計算してみましょう。

（純アルコール量 ÷１時間あたりに処理できる量＝アルコールの代謝に
かかる時間です。）

あなたが飲んだ
純アルコール量

（　　g）
÷

あなたの処理できる
（純アルコール／１時間）

＝
処理できるまでの

時間

　お酒は「百薬の長」と言われています。自分に適した量を考え
て、楽しく飲みましょう。しかし、飲酒運転は犯罪です。飲む量
と処理時間を考えて飲むことはあなたの責任です。

◆ビール５００cc（純アルコール２０g）を処理するには？
　体重５０㎏の人が処理できるには…
→ ２０g ÷ （５g 〜７g） ＝ ３〜４時間 かかります。
　体重７０㎏の人が処理できるには
→ ２０g ÷ （７g 〜９．８g） ＝ ２〜３時間 かかります。

　 アルコール
　　　 と
　　肝臓処理

健康日本２１のお酒の適量は純アルコールで２０g です。
（ビール５００cc・焼酎２５度１００cc・日本酒１８０cc・ワイン２００cc）
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い き きい 小 竹 っ 子
教育委員会や幼稚園・各小中学校からのお知らせを掲載します。　　問い合わせ▷小竹町教育委員会☎２・１９６１

小竹西小学校４・５年生「チャレンジキャンプ」がんばりました！
　１０月１６日（木）・１７日（金）に小竹西小学校の４・５年生（２４名）が福岡県立少年自然の家「玄海の家」にチャレンジキャン

プに行きました。

　本年度は、県の困難克服体験を伴う宿泊体験学習推進事業を受け、これまでのふれあいキャンプと趣向を変えて、子どもの

心身を鍛えることに重点を置いたプログラムを取り入れました。主なプログラムとしては、登山・長距離歩行や野営（テント

泊）、野外調理などです。これらの困難克服体験活動を通して、子どもの最後までやり抜く心を育てることをねらいとしたキャ

ンプになりました。

〜登山・長距離歩行〜
　神湊からフェリーで大島に渡り、約６時間かけて大島を一周（縦横断）しま

した。グループに分かれ、地図を見ながら「大島の名所をバックに写真撮影を

する」というミッションをクリアしながら約２０㎞の道のりを歩きました。御

獄山（大島の最高峰）展望台からの眺望は最高で、登山の苦しさも吹き飛ぶほ

どでした。途中、大島の自然を満喫し、海岸では「玄海自然アート」で使う石や

貝殻、シーグラスを収集したことも思い出の一つとなりました。神湊から玄海

の家まで歩いて帰り着いた時には、もうみんなへとへとでした。

〜野営（テント泊）〜
　今回のキャンプのもう一つの目玉は、野営（テント泊）でした。テントに寝袋

で泊まることは、ほとんどの子が初めての体験でしたが、班で協力してテント

を設営し、潮風の音と虫の鳴き声を聞きながら、身を寄せ合って寝ました。満

天の夜空の下、最高の思い出となりました。

〜野外調理（ごはんとみそ汁作り）〜
　二日目の朝食は、野外炊飯でごはんとみそ汁を作りました。今回は、朝食と

いうこともあって、カセットコンロを使いましたが、ご飯は飯ごうで炊き、み

そ汁はいりこで出汁をとって作りました。飯ごうでご飯を炊くときの水の量

や火加減に気をつけながら楽しく調理しました。自分たちで作った朝食の味

は格別でした。

〜玄海自然アート〜
　大島の海で拾った石や貝殻、シーグラス、山で拾ったドングリや松ぼっくり

でペーパーウェイトを作りました。創意工夫あふれる作品ばかりで、いいお土

産になりました。持ち帰って教室に展示しています。

記事と写真の提供▶小竹西小学校



17 ひまわりだより

暮らしの情報
補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】12
月
18
日（
木
）10
時
か
ら
11

時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、世

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係

☎
２
・
１
２
１
９

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】12
月
12
日（
金
）８
時
30
分
か

ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協

議
会
☎
２
・
２
０
２
８

労
働
問
題
相
談
会

　

県
で
は
、県
内
４
か
所
の
労
働
者
支

援
事
務
所
に
お
い
て
、
賃
金
や
解
雇
、

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、労
働
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、自
主
的
な
解
決

に
向
け
て
助
言
を
行
っ
た
り
、労
働
者

と
使
用
者
の
間
に
立
っ
て
意
見
の
調

整
を
図
る「
あ
っ
せ
ん
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

管
内
の
市
町
村
会
場
で「
労
働
問
題
相

談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
の

切
り
下
げ
、い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の「
職
場
で
の
悩
み
」を
気
軽
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
の
相
談
員
が
早
期
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
10
日（
水
）13
時
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
、予
約
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
筑
豊
労
働
者

支
援
事
務
所
☎
０
９
４
８
・
２
２
・
１

１
４
９

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

【
日
時
】12
月
13
日（
土
）10
時
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】立
岩
公
民
館（
飯
塚
市
）

【
相
談
内
容
】示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求

書
等
の
作
成
お
よ
び
後
遺
障
害
認
定
・

保
険
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

◉
予
約
申
込
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１

全
国
一
斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

【
日
時
】12
月
20
日（
土
）10
時
か
ら
17

時
ま
で
※
当
日
は
電
話
相
談
の
み

【
会
場
】福
岡
県
司
法
書
士
会
館
３
階

【
内
容
】労
働
相
談
全
般
、
借
金
問
題
、

離
職
に
伴
う
住
居
問
題
、
生
活
保
護
、

離
職
者
支
援
制
度
の
紹
介
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
が
電
話
に
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

◉
相
談
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
・
６
１
０
・
２
８
２

※
当
日
以
外
で
も
夜
間
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５

０
５
）

【
問
い
合
わ
せ
】司
法
書
士（
増
田
さ

ん
）☎
０
９
４
０
・
３
５
・
７
１
２
５

ひ
と
り
親
家
庭
等
を

支
援
し
ま
す

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
就
業
支
援
相

　

談
に
つ
い
て

　

町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん（
い
ず
れ

も
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）を
対
象
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
業
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
人
の
み
、セ
ン

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
、対
象
者

が
居
住
し
て
い
る
役
場
等
に
出
向
き

ま
す
。（
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

　

日
曜
日
は
、春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

◆
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

　

に
つ
い
て

　

母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
離
婚
協
議

中
の
人
な
ど
を
対
象
に
専
門
相
談
員

が
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
飯

塚
ブ
ラ
ン
チ
）☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０

３
９
０

小
竹
高
等
技
術
専
門
校

公
共
職
業
訓
練
の

訓
練
生
募
集

【
募
集
科
】プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、自
動

車
整
備
科
、機
械
科
、建
築
科
、塗
料
科

【
募
集
期
間
】平
成
27
年
1
月
21
日

（
水
）ま
で

【
選
考
日
】平
成
27
年
２
月
６
日（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
て
い
る「
募
集
あ
ん

な
い
」ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（//

w
w

w
.fukuoka-kunren.net/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
高
等
技
術
専
門

校
☎
０
９
４
９
６
・
２
・
６
４
４
１

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
」

学
べ
る
放
送
大
学

平
成
27
年
４
月
入
学
生

募
集

　

放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
、国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の

大
学
で
す
。心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴

史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
の
科
目（
約
三
百
科
目
）を
１
科
目

か
ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
等
で
学
べ
ま
す
。

　

学
力
試
験
は
な
く
、
15
歳
以
上（
全

履
修
生
は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば
入
学

で
き
、学
士（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま

す
。
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編

入
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以
上
で

あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
科
目
生
、修
士

選
科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】平
成
27
年
12
月
１
日

（
月
）か
ら
平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）

ま
で
※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
】放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
５
８

５
・
３
０
３
３

※
お
知
ら
せ
…
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
は
平
成
26
年
10
月
１
日
に

八
幡
西
区
黒
崎
の
コ
ム
シ
テ
ィ
へ
移

転
し
ま
し
た
。

相
談

募
集
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度

自
衛
官
等
採
用
試
験

【
募
集
種
目
】高
等
工
科
学
校
生
徒

【
受
験
資
格
】中
卒（
男
子
）17
歳
未
満
の

人（
中
卒
見
込
み
含
む
。平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
の
年
齢
）

【
一
次
試
験
期
日
】平
成
27
年
１
月
24
日

（
土
）

【
受
付
期
間
】平
成
27
年
1
月
９
日（
金
）

ま
で

【
試
験
会
場
】飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

■
説
明
会
に
つ
い
て

【
日
時
】1
回
目
▽
12
月
７
日（
日
）〈
午

前
の
部
〉10
時
か
ら
11
時
ま
で〈
午
後
の

部
〉13
時
か
ら
14
時
ま
で 

２
回
目
▽
12

月
14
日（
日
）〈
午
前
の
部
〉10
時
か
ら
11

時
ま
で〈
午
後
の
部
〉13
時
か
ら
14
時
ま

で【
会
場
】飯
塚
地
域
事
務
所
２
階

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

「
ア
フ
リ
カ
に
毛
布
を
送
る

運
動
」の
お
礼

　

今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

て
、
五
百
七
十
枚
の
毛
布
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会（
本
田
さ
ん
）☎
２
・
２

８
０
９

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

今
冬
に
お
き
ま
し
て
も
、
お
客
さ
ま

の
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活
動
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
可
能
な
限
り
、
節
電

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
期
間
お
よ
び

時
間
帯
】12
月
１
日（
月
）か
ら
３
月
31

日（
火
）ま
で
の
平
日
の
、
８
時
か
ら
21

時
ま
で《
※
年
末
年
始
12
月
29
日（
月
）

か
ら
１
月
２
日（
金
）を
除
く
》

【
問
い
合
わ
せ
】九
州
電
力（
株
）飯
塚
営

業
所
☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
１
０
４

平
成
筑
豊
鉄
道
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
忘
年
会
・
新
年
会
は「
へ
い
ち
く
浪

　

漫
号
」貸
切
列
車
で
！

▽「
へ
い
ち
く
浪
漫
号
」貸
切
列
車
に
つ

　
い
て

【
貸
切
料
金
】一
両
３
時
間
六
万
円（
税

込
）

【
乗
車
人
員
】一
両
あ
た
り
41
名

※
カ
ラ
オ
ケ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｃ
Ｄ
等
は
無

料
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

※
お
食
事
お
よ
び
お
飲
み
物
等
は
、
お

客
さ
ま
に
て
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

◆「
ち
く
ま
る
キ
ッ
プ
」で
お
で
か
け

　

く
だ
さ
い
！

▽
ち
く
ま
る
キ
ッ
プ
に
つ
い
て

【
料
金
】大
人
千
円
、子
ど
も
五
百
円（
一

日
乗
り
放
題
）

【
発
売
箇
所
】金
田
駅
窓
口
、
列
車
内
な

ど【
特
典
】①「
ち
く
ま
る
友
の
会
」加
盟
店

で
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
②
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
に
は
、
子
ど
も
１

人
同
伴
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊
鉄
道
本
社
☎

０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０（
平
日
９

時
か
ら
17
時
30
分
ま
で
）

無
料
介
護
講
座

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
無

料
介
護
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
先
着
順
）

◆
介
護
予
防

日
時
▼
12
月
６
日（
土
）、
12
月
20
日

（
土
）、
１
月
17
日（
土
）、
１
月
31
日

（
土
）、２
月
14
日（
土
）

す
べ
て
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

◆
緊
急
時
の
対
応 
普
通
救
命
講
習
会

日
時
▼
２
月
９
日（
月
）９
時
30
分
か
ら

12
時
30
分
ま
で

◆
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

日
時
▼
３
月
15
日（
日
）10
時
か
ら
15
時

ま
で

◆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

日
時
▼
２
月
21
日（
土
）10
時
か
ら
15
時

30
分
ま
で

【
会
場
・
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
地
域
介

護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー（
中
間
市
）☎

０
９
３
・
２
４
４
・
４
７
４
７

看
護
職
員
等
の

業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技
工
士

で
、
こ
れ
ら
の
免
許
に
か
か
る
業
務
に

従
事
し
て
い
る
人
は
、２
年
ご
と
に
、住

所
・
氏
名
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
所
定
の
用
紙
を
勤

務
地
の
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ま
た

は
北
九
州
市
、
福
岡
市
、
大
牟
田
市
、
久

留
米
市
の
各
保
健
所
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。届
出
用
紙
は
、県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所
に
置
い
て
い

ま
す
。ま
た
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

）か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
提
出
期
限
】平
成
27
年
1
月
15
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】県
医
療
指
導
課
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
２
７
６

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー

　

職
業
と
し
て
の
農
林
漁
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、
新
た
な
担
い
手
と

■管内街頭犯罪発生状況
１０月中 平成２６年累計

件数 件数 前年比
車上ねらい ２２件  １１２件 ＋２９件
自転車盗 ２０件 １３９件 −１７件
空き巣 ６件  ６６件 −１５件

ニセ電話詐欺 に注意！！
　弁護士、警察官、銀行員などいろいろな立場になりすま
したニセ者（犯人）が、次々に電話をかけてだます手口にご
注意ください。
　電話で現金を要求させたらすぐに１１０番！！

〈犯人グループが使うキーワード〉
◎振り込め　◎誰にも言うな　◎現金を送れ　など
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

　１０月中 １０月末累計
発生件数 6 件（＋ 2 ） 35 件（± 0 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 6 人（± 0 ） 48 人（+ 3 ）

■人　口 8,217人
男性 3,896 人 女性 4,321 人
出生 3 人 死亡 13 人
転入 23 人 転出 32 人

■世帯数 3,932世帯

  168,060 kg （前月比 − 7,990 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 １２月２１日（日）９時から１２時まで

10 10
10

し
て
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
ふ
く
お
か
農
林
漁
業
新
規
就
業
セ
ミ

ナ
ー
・
就
業
相
談
会
」が
県
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
就
業
さ
れ

た
か
た
の
体
験
談
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
会
で
は
、
関
係

機
関
や
農
家
等
が
直
接
、
就
業
に
関
す

る
個
別
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

農
林
漁
業
へ
の
就
業
等
を
考
え
て
い

る
か
た
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
農

業
法
人
等
へ
の
就
職
面
接
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

【
開
催
日
時
】平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

13
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
場
所
】Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
10
階
会
議
室

（
博
多
駅
中
央
街
）

◉
参
加
費
無
料

◉
事
前
申
込
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】県
経
営
技
術
支
援
課
後

継
人
材
育
成
室
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

４
９
５

経
済
産
業
省

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ

る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点
は
平
成
26
年
12

月
31
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】役
場
産
業
課
商
工
係
☎

２
・
１
１
６
７

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
皆
様
へ

２
年
に
一
度
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す

　

医
師
、
歯
科
医
師
お
よ
び
薬
剤
師
の

免
許
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
就
業
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、２
年
ご
と
に
氏
名
、

住
所
や
そ
の
他
事
項
を
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
は
そ

の
届
出
年
で
す
。

【
届
出
票
配
布
場
所
】県
内
の
保
健
所
・

保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所
窓
口
も
し
く

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド【
届
出
先
】住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健

所
・
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所

【
届
出
期
限
】平
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】県
保
健
医
療
介
護
総
務

課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
３
８

農
林
水
産
省

２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、農
林
業
・
農
山

村
の「
イ
マ
」を
明
ら
か
に
し
て
、「
未

来
」を
導
く
、あ
な
た
と
地
域
の
た
め
の

「
統
計
調
査
」で
す
。
若
者
た
ち
が
希
望

を
持
て
る
よ
う
に「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
林
業
経
営
者
」を
後
押
し
す
る
施
策

や「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
村
」を
創

り
、次
世
代
に
継
承
す
る
施
策
の
企
画
・

立
案
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

農
家
や
林
家
、
会
社
や
集
落
営
農
な

ど
、
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
全
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
体
が
対
象
で
す
。
調
査

の
対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
12
月
中
旬

頃
か
ら
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
平
成
27
年
１
月
末

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
等
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】役
場
産
業
課
商
工
係
☎

２
・
１
１
６
７

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的

に
取
得
し
ま
し
ょ
う

　

休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け
て
、
労
使

が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。具
体
的
に
は
、①
経
営
の
ト
ッ
プ
に

よ
る
社
内
へ
の
休
暇
取
得
推
進
の
呼
び

か
け
②
管
理
者
が
率
先
し
て
休
暇
取
得

③
労
働
組
合
な
ど
に
よ
る
企
業
、
従
業

員
へ
の
働
き
か
け
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。計
画
的
な
休
暇
の
取
得
の
た
め
に
、

事
業
場
全
体
の
年
間
計
画
に
、
年
次
有

給
休
暇
を
組
み
込
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】厚
生
労
働
省
・
福
岡
県

労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

福
本
マ
ツ
ヱ　

様（
御
徳
三
区
）

遺
族　

福
本　

米
子　

様

故　

篠
﨑
ヨ
シ
エ　

様（
新
多
区
）

遺
族　

篠
﨑　

良
介　

様

故　

松
本
ア
イ
コ　

様（
中
央
区
）

遺
族　

松
本　

勝
敏　

様

故　

一
滴　

米
子　

様（
峰
畑
区
）

遺
族　

一
滴　

輝
義　

様

ー 性暴力被害に関するご相談はこちらへ ー　９時〜２４時（年末・年始を除く）※ 相談無料・秘密厳守

性暴力被害者支援センター・ふくおか　☎０９２・７６２・０７９９

福岡県特定最低賃金改定のお知らせ
特定最低賃金 １時間 効力発生日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 ８６５円

平成２６年
１２月１０日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業

８２１円

輸送用機械器具製造業 ８４４円
百貨店、総合スーパー ７９０円
自動車（新車）小売業 ８３４円
詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課（☎０９２・４１１・４５７８）
または、お近くの労働基準監督署までお尋ねください。



印
刷　
株
式
会
社　
ペ
イ
ジ

〒
8

2
0
−

1
1

9
2

 
福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
大
字
勝
野
３
３
４
９
番
地

編
集
・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
n.kotake.lg

.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
こ
た
け

ひ
ま
わ
り
だ
よ
り

N
o.503

2014.12.1

20

重
しげ

田
た

 光
こう

惺
せい

ちゃん（勝野二区）
平成２３年１１月２１日生まれ

☆ひとことメッセージ☆
お兄ちゃんが大好きで、いつも一緒に幼
稚園に行きたがります。そして、ついに
来年から幼稚園！お兄ちゃんは卒園し
ちゃってるけど（笑）がんばれ、光惺っ！

わ
が
や
の

す
こ
や
か
さ
ん ◉町内にお住まいで、満３歳までの小竹っ子を募集しています。

◉１月号に掲載を希望するときは、１２月１０日（水）までに総務課情
　報係窓口でお申し込みください。


